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第１回
4/8 臨床検査学総論

【授業の一般目標】
臨床検査学とはどのような学問か理解し説明できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．臨床検査に用いられる検査材料の種類とその取り扱いを
説明できる。
２．歯科診療における臨床検査の重要性を理解し説明でき
る。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：生化学、生理学、組織・解剖学を十分理解でき
る。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

金井　　泉　　　　臨床検査概要　金原出版

試験は平常試験を２回（約80％）、各授業の小テストを次週に行い（11回）（約20％）、成績
はその平均点を最終評価とする。なお各平常試験における再試験は行わない。ただし最終評価
が60点に達しない場合には、追試験期間に全範囲における再試験を行う。

歯科医師の実務経験を活かし，臨床検査の目的ならびにその実施内容を説明する。全身疾患を
有する患者さんに対し、臨床検査を学ぶことで臨床の場で活用できるようになってほしい。

　　　科目名「臨床検査学」

科目責任者

福本雅彦

・臨床検査の重要性を理解する。
・臨床検査で扱われる検査材料、検査項目を理解する。
・検査成績を読んで理解できるようにする。

★福本雅彦、★渕上真奈

最新歯科衛生士教本　臨床検査　医歯薬出版



第２回
4/15

尿検査/血液検査

【授業の一般目標】
尿検査/血液検査の必要性及び検査法、検査項目について理解
できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．臨床検査に用いられる検査材料の種類とその取り扱いを
説明できる。
２．各検査項目の臨床的意義を理解し説明できる。
３．尿検査の利点・欠点を説明できる。
４．尿検査の項目と臨床的意義について説明できる。
５．血液検査の項目について説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：
１．生化学、生理学、組織・解剖学を十分理解できる。
２．解剖学的・組織学的な腎臓の特徴を説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第３回
4/22

血液検査

【授業の一般目標】
血液の組成、役割及び造血臓器等について理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．各検査項目の臨床的意義を理解し説明できる。
３．血液の組成と役割を説明できる。
４．血液検査の臨床的意義について説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：生化学、生理学を十分理解できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第４回
5/6

貧血の検査Ⅰ

【授業の一般目標】
貧血について理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．貧血の定義を説明できる。
２．貧血の一般症状を説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：赤血球の働きについて説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第５回
5/13

貧血の検査Ⅱ

【授業の一般目標】
貧血について理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．貧血の分類を説明できる。
２．代表的な貧血とその特徴を説明できる。
３．貧血患者の歯科診療の対応について説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：赤血球の働きについて説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈



第６回
5/20

出血性素因の検査Ⅰ

【授業の一般目標】
出血性素因を理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．止血の機序を説明できる。
２．血液凝固因子の種類および働きを説明できる。
３．出血性素因の定義および原因を説明できる。
４．出血性素因を原因別に調べる検査項目および検査意義を
説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：血小板および凝固因子の働きを説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第７回
5/27

出血性素因の検査Ⅱ

【授業の一般目標】
出血性素因を理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．代表的な出血性素因とその特徴を理解し説明できる。
２．出血性素因患者の歯科治療の対応を説明できる。
【準備学修項目】(30分)
復習内容：血小板および凝固因子の働きを説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第８回
6/3

まとめ

【授業の一般目標】
今までの授業の内容を理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．総論、貧血および出血素因について説明できる。
【準備学修項目】(復習時間120分)
復習内容：今まで学修した内容について説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第９回
6/10

糖尿病の検査Ⅰ

【授業の一般目標】
糖尿病について理解できる。
【行動目標（SBOs)】
１．糖尿病の定義を説明できる。
２．インスリンの働きを説明できる。
３．糖尿病の種類と特徴を説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：糖代謝について説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第１０回
6/17

糖尿病の検査Ⅱ

【授業の一般目標】
糖尿病について理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．糖尿病の種類と特徴を説明できる。
２．糖尿病の症状および合併症を説明できる。
３．糖尿病を調べるための検査項目を説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：糖代謝について説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈



第１１回
6/24

感染症の検査Ⅰ

【授業の一般目標】
炎症・感染症について理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．炎症・感染症に関連する検査項目を列挙できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：炎症・感染症の概要が説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第１２回
7/1

感染症の検査Ⅱ

【授業の一般目標】
炎症・感染症について理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．Ｂ・Ｃ型肝炎ウィルスの病態および検査方法を説明でき
る。
２．HIV感染症の病態および検査方法を説明できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：炎症・感染症で用いる検査項目の概要が説明でき
る。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第１３回
7/8

肝機能の検査

【授業の一般目標】
肝臓の働き・検査を理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．肝臓の機能を説明できる。
２．肝機能に関連する検査項目を列挙できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：
１．肝臓の解剖学的・組織学的特徴を説明できる。
２．栄養代謝を説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第１４回
7/15

腎機能の検査

【授業の一般目標】
腎臓の働き・検査を説明できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．腎臓の機能を説明できる。
２．腎機能に関連する検査項目を列挙できる。
【準備学修項目】(復習時間30分)
復習内容：腎臓の解剖学的・組織学的特徴を説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈

第１５回
7/29

平常試験および解説講義

【授業の一般目標】
今までの授業の内容を理解できる。
【行動目標（SBOs)】
臨床経験に基づき以下の内容を教授する。
１．今までの授業内容について説明できる。
【準備学修項目】(復習時間180分)
復習内容：今まで学修した内容について説明できる。
【アクティブラーニングの有無】無し
【学修方略（LS)】講義

★福本雅彦
★渕上真奈
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